




生垣を設置する

自宅に雨水浸透施設（浸透ます、浸透トレンチなど）を
設置する

緑地（森林、田畑、湿地など）保全の
市民活動に参加する

自宅に雨水貯留施設（貯留タンクなど）を
設置する

イベントに参加する

大雨のときに川へ少しでも水を流さないように、
おふろや、洗濯の水を流さないなどする

雨水貯めて、水まきや、植物への水やりをする

ホームページ等で情報を収集する

自宅の庭やベランダで植物を生育する

ハザードマップを確認する

取組意欲 取組状況

Q普段の河川の水量を増やしたり、河川の水質をよくしたり、水害を減らすために、
　ご自身が取り組んでいるもの（取組状況）、今後も取り組んで行きたいもの、もし
　くは今後取り組んでも良いと思うもの（取組意欲）（複数回答）

取組状況と取組意欲

0 50 100 150 200

●洪水ハザードマップを確認しよう！

区市町の HP では、河川管理者が作成した「浸水想定区域図」をもとに、避難場
所などを記載した「洪水ハザードマップ」を公表しています。

●雨水を有効活用しよう！

時間10mmの雨が降ると、200m3の家の敷地に2m3の水がたまります。風呂桶（0.3m3）

6.6杯分に相当します。

●イベントに参加しよう！

インターネットには数えきれないほどイベントが紹介されています。きっと興味があ
るイベントがみつかるはずです。
新河岸川コミュニケーションマップのように地図上にイベントが表示されるユニーク
なHPもあります。【http://www.strata.jp/yanase/map.html】

●雨水貯留浸透施設などの設置には助成制度を活用しよう！

対象区市町のHPでは補助の対象となる施設、補助の金額などが公表されています。
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水を有効利用する対策

環境に配慮した対策

緑地農地の保全

人工的に川の水を確保する対策

河川に流れ出す汚濁物質を削減する対策

雨水貯留浸透施設の普及

土地利用の規制

浸水被害発生に備える対策

流域における洪水対策　

河川における洪水対策

上流部

下流部

Q現在、お住まいのお宅で床上・床下浸水などの被害にあったことはありますか。（1つを選択）

Qお住まいの地域の川の氾濫などの水害について、どのように感じられていますか。
　（一つを選択） Q普段の河川の水量を増やしたり、河川の水質をよくしたり、水害を減ら

　すための新河岸川流域に関する取り組み内容のうち、ご存じのもの
　（複数回答）

水害経験

水害への不安

水害対策の認知度

自宅も周辺の道路等も浸水被害にあって
いない

自宅は浸水被害にあっていないが、周りの
道路や畑が水浸しになったことはある

床下浸水の被害にあったことがある

床上浸水の被害にあったことがある
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（出典：新河岸川流域整備計画書　平成17年３月）

新河岸川流域における主な洪水被害
洪水実績

洪水発生年
床下浸水 床上浸水 計（戸）

昭和33年（狩野川台風） 3,950 2,200 6,150

昭和41年（台風4号） 5,076 2,821 7,897

昭和57年（台風18号） 6,026 3,259 9,285

平成3年（台風18号） 3,226 1,398 4,624

平成10年（前線豪雨） 2,197 1,630 3,827

平成11年（熱帯低気圧） 970 154 1,114

新河岸川流域おける主な洪水被害と水害経験1

水害に対する意識や認知度の違いは！？２

水害対策の取組状況と取組意欲の違いは！？３

新河岸川流域の地域の方々を対象に総合治水・水循環の認知度に関するア
ンケート※1 を実施しました。今号では、アンケート結果にみる地域の方々の水
害に対する “考え方” を紹介します。
がい

※1　アンケートの仕様
対　象　者 ：20才以上（新河岸川流域内在住者）

（男女比・20代、30代、40代、50代、60代以上の回答者が均等になるように抽出）

対 象 地 域 ：新河岸川流域
不老川流域、砂川堀流域、柳瀬川流域、黒目川流域、白子川流域の
台地5ブロック（上流部）とそれぞれの支川の低地をまとめた1ブロッ
ク（下流部）合計6ブロックに分けて、アンケートを実施した。

実 施 手 法 ：WEBアンケート
有効回答数 ：427（上流部：360　　下流部：67）
実 施 期 間 ：平成 24年10月26日～11月5日
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流域のみんなに聞いてみよう！流域のみんなに聞いてみよう！流域のみんなに聞いてみよう！

やってみよう！
す い が い

り ゅ う い き き

07

今から実践だ～。

自宅周辺が被害にあったと回答している人が 20%
弱で、床上浸水、床下浸水の被害にあったことが
あると回答している人は数%です。

下流部に住んでいる30%を超える
人が水害について不安を感じていま
す。また、下流部に住んでいる人
は上流部に住んでいる人より約
10%多くの人が水害対策について
知っています。

地域の浸水想定区域図※2や過去の
水害実績を調べてみたら、何かわ
かるかもよ。
　※2浸水想定区域図は里川67号

なるほど。今住ん
でいる人はほとん
ど水害の経験はな
いんだな～。

なぜ、下流に住ん
でいる人は、水害
に対して不安を感じ
ているのだろう？

本当に水害を経験
している人ってどれ
くらいなんだろう？

みんな不安とかな
いのかな？

みんなの取組
意欲は高いな～。

はい。
わかり
ました。

新河岸川流域では
昭和33年以降 6度にわたる
大規模な洪水被害が発生してい
る新河岸川であるが、みんなは
どう思っているのじゃろう？
流域のみんなの考えを聞いて
くるのじゃ。

★みんなでやってみよう！

里川70号　平成25年3月
5
特集：水害について流域のみんなに聞いてみよう！


